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人口１７１２人 

（男）８４０人 

（女）８７２人 

 世帯数 

   ６３２世帯 

  ( H30.7.1現在) 

No156 

2018.8.1 

大盛況だった第１８回東野ほたる祭り 

大活躍してくれた中学生ボランティア 宵闇の中のほたる祭り 

小学生による開会セレモニー 

 

開
催
が
心
配
さ
れ
た
ほ
た
る
祭
り
で
し
た
が
、
前
日
ま

で
の
雨
天
か
ら
一
転
し
、
さ
わ
や
か
な
空
気
の
中
、
東
野

小
学
校
の
皆
さ
ん
の
進
行
で
、
ほ
た
る
祭
り
の
開
会
式
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
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地
元
児
童
に
よ
る
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は
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と
て
も
好
評
で
し
た
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 地域をつなぐほたる祭り 

６月１６日（土） 宗久寺駐車場にて第１８回「東野ほたる祭り」が開催されました。 

前日まで雨天が続き、開催が危ぶまれましたが、昼近くなると、雲の合間から日差しが差し込み、午後から
は好天に恵まれ、無事開催できました。前日までのぐずついた天候のため、来場者の人数が気になるところで
した。しかし、子ども達はほたる祭りを楽しみにしていた様子で、小中学生を中心に450名余りの皆さんに来
場いただきました。用意した150枚の壁掛けもほとんどなくなり、大盛況のうちに終わることができました。
この日は少し涼しかったにもかかわらす、草むらでほたるが光るのが見られました。午後９時を過ぎる頃には
定蓮寺の川面をほたるが飛び交うのも見られました。 

ほたる祭りの前日までに、東雲会の皆様が東野地内４ヶ所にほたる祭りの開催を知らせる大看板を設置して
下さいました。大行灯やほたる作品を制作してくれた東野小学校、東野こども園の皆さん、当日の車の誘導や
来場者の案内をしていただいた交通安全協会の皆さん、様々な物資を販売していただいた東野開発振興会や東
雲会、自治会青少年育成推進員の皆さんなど多くの方々のサポートをいただきましたこと、誠にありがとうご
ざいました。 

 東野の力が一つになったことを実感させるほたる祭りでした。  

 東野ほたる祭りに先がけてこども園の園児の

ほたる作品を展示しました。３歳児７名、４歳

児５名、５歳児１５名の楽しい作品ばかりで

す。６月８日には先生と一緒に自分たちの作品

をコミュニティセンターに届けるために訪問し

てくれました。みんな自慢げに、にこにこして

自分の作品を指差していました。園児の皆さ

ん、ほたる祭りを盛り上げてくれてありがとう

ございました。 

 ６月１２日（火）に東野小学校の５年生がほたる祭り

会場の雰囲気を盛り上げてくれた大行灯を作成し、コ

ミュニティセンターまで届けてくれました。みんなでア

イデアを出し合い、協力して作ったそうです。５年生の

皆さん、大作を作ってくれてありがとうございました。                  

大行灯とこども園のほたる作品は６月２５日までコミュニ

ティセンターロビーに展示し、来館される方の目を楽しま

せてくれました。 

 

今
年
も
と
て
も
好
評
だ
っ
た
木
の
壁
掛
け
作
り
を

彩
っ
て
く
れ
た
ゴ
ム
版
を
、
小
学
校
６
年
生
の
皆
さ
ん

が
、
制
作
し
て
く
れ
ま
し
た
。
ほ
た
る
ク
イ
ズ
に
答
え

た
子
ど
も
達
は
、
丁
寧
に
ス
タ
ン
プ
を
押
し
、
世
界
に

一
つ
だ
け
の
す
て
き
な
壁
掛
け
を
家
に
持
ち
帰
る
こ
と

が
出
来
ま
し
た
。
６
年
生
の
皆
さ
ん
、
ご
指
導
い
た
だ

い
た
吉
村
茂
夫
先
生
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 
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あのときのほたる祭り 

 今年で１８回を数える東野ほたる祭りでした。東野ほたる祭り

の開始当時が分かる公民館だよりがあります。当時の公民館だよ

り（平成13年 No．68）を紹介します。当時の熱い思いが伝わっ

てきます。 

◆（平成13年）６月23日、東野史上初めてのほたる祭り

は、梅雨時の心配を一蹴する事業となりました。８時を

過ぎると東野駅前広場には「続々と」子どもたちが参集

してきました。（700名余が集まったと書いていま

す。）あれだけの人を東野の里に結集させた源泉は何で

あったのでしょう。ある人は、あの立て看板（振興会・

東雲会・青少年育成会議の連携事業の産物）だ。ある人

は手作りのチラシのせいだ。またある人は新聞に掲載さ

れたからだ。環境問題と合致させて、タイミングのよい

計画だったからだ。そういった様々な要素がかみあっ

て、700人と思える人たちが、定蓮寺川へ引き寄せられ

ました。（以下略） 

 東雲会が５月中に設置
し、６月１７日には撤収して
くださいました。東雲会は、
おもちゃの販売をしていただ
き、ほぼ完売となりました。 

ほたる祭りを支えていただいた皆さん 

中学生ボランティアが大活躍 

 東野在住の恵那東中学校生
徒にほたる祭りボランティア
を呼びかけたところ、１２名
の生徒が申し込んでくれまし
た。水風船つりやホタル学習
のコーナー、壁掛作りコー
ナーで、来場者に応対してく
れました。    

交通安全協会東野支部のみなさん 

 多くの来場者がほたる祭りを楽しんでいる頃、交通安

全協会東野支部の７名の皆さんに、午後６時３０分から

８時３０分までコミュニティセンター前、東野駅、宗久

寺入口等に立ち、車の誘導、道案内や入り口に進入する

車両を止めるなどの

仕事をしていただき

ました。多くのみな

様が安心して楽しめ

たのも交通安全協会

のみな様のお力が大

きかったと思いま

す。 

東雲連合会 

東野青少年育成会議のみなさん 

 今年は、下組代表の青少年育成推進員１２名と

運営委員２０名に本部、ほたる学習、木の壁掛け

作成コーナー、水風船つり、駄菓子販売コーナー

に分かれ運営や分担された仕事をしていただきま

した。どのコーナーにも多くの小中学生が押し寄

せ大盛況でした。 

今年のほたる祭り 

 今年は天候に恵まれ、80名の東野地区の幼児、小

学生がほたるクイズを解答してくれました。東野以

外から40名、中津川市から10名、愛知県から10名の

合計60名の子ども達も解答してくれました。保護

者、中学生、地域の方々、関係者の総計450名以上の

参加者があったほたる祭りでした。いつまでも多く

のお客様で賑わうほたる祭りであってほしいと願っ

ています。  

 みんなが楽しみにしていたほたる祭り。雨が降らない
よう願って、私もてるてるぼうずを作り、ぶら下げた。
そしたら、花がさいたかのように、いっしゅんに晴れ
た。うれしかった。「これでみんなも楽しくほたる祭り
ができる」と思った。そのてるてるぼうずは、ほたる祭
りを待っているみんなの願いがこめられたてるてるぼう
ずだった。本当に晴れてよかった。（東野小５年女子）                     
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１．食事サービス事業 

○ アヤメ会  

・対象者と事業内容 

65歳以上でひとり暮らしの方が、コミュニティセンターに集まり、ボランティアの方と料
理を作って食事することで、生活に変化をもち、悩みや苦労を話しながら同じ状況の方と連
帯感をもっていただく。 

・開 催 日：毎月第１金曜日（東野コミュニティセンター）  ・個人負担：100円 

 ○ ふれあい弁当  

・事業内容と目的 

食生活で栄養が偏りがちな世帯に、ボランティア「結
ゆい

の会」
が季節のお弁当を作り、お届けすることでボランティアの方と
ふれあい、くらしに変化をもっていただく。 

・開催日時：毎月第３金曜日12:00～12:30にお届け、又はコミュ 

 ニティセンターで受取り 

・個人負担：一食200円 

・対象者 ①ひとり暮らしで65歳以上の方 

②世帯全員が80歳以上のみの世帯 

③65歳以上の人のみで認知症、障がい者、高齢者等の介護をする世帯 

 

２．ふれあいカフェ推進事業 

○ ふれあいキッサ虹  

・事業内容と目的 

月２回、コミュニティセンターのロビーでコーヒーとお菓子
を提供して、地域の方が気軽に集まって交流やおしゃべりがで
きる機会を提供する。 

・開催日時：毎月第２木曜日、第４金曜日 10時30分～12時30分 

・個人負担：１回100円  ・対象者：どなたでも 

 

３．ふれあいいきいきサロン事業 

○ 福寿会  

・対象者と事業内容 

毎月１回、白坂集会所に集まり、料理作り、健康体操、勉強会等を行い、親睦を深めて生
きがいを見つける。 

・個人負担：５００円程度  ・対象者：白坂在住で65歳以上の方 

 ○ あすなろ会  

 ・対象者と事業内容 

   毎月１～２回、コミュニティセンターで切り絵やパッチワーク等の作品を作って楽しみ、
生きがいをもって生活する。 

 ・対象者：東野身体障害者婦人部（希望者） 

社会福祉協議会東野支部サロン・食事サービス事業 
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アヤメ会  ふれあい弁当 ふれあいキッサ虹  

毎月第1金曜日(送迎有） 毎月第３金曜日 毎月第2木曜日・第４金曜日  

東野コミュニティセンター        

・  調理室  1０時～ 
   

東野コミュニティセンター ロビー        

・     10時半～12時半 

  ８  月 3日（金） 
血圧測定 

健康相談 

夏場はお休み 

します 
   24日（金） 

  ９  月 7日（金） 
血圧測定 

健康相談 
21日（金）    28日（金） 

１０月 ～  ２月は改修工事を行います。 

  ３  月 1日（金） 
血圧測定 

健康相談 
15日（金）   14日（木） 22日（金） 

 

［アヤメ会] 

[ふれあい弁当] 

◎会員さん募集中 

アヤメ会・・・ひとり暮らし高齢者の方 

いつからでも参加できます。 

詳しくは下記まで連絡ください。 

問い合わせ先 

恵那市社会福祉協議会 

東野支部 （東野振興事務所内） 

           電話２６-２２４４ 

  ＊開催の日には、ご自宅 ⇔ 東野コミュニティセンター送迎を行   

        い ますので、ご利用ください。 

  ＊血圧測定、健康相談には、健康手帳を持ってきてください。  

  ＊参加費100円 

  ＊上記の日程が変更になる場合は事前にご連絡します。 

  ＊お届け時間 12時～12時30分 

  ＊自己負担額 一食200円 

  ＊ボランティアの方が調理をし、希望者宅までお届けします。 

[ふれあいキッサ虹] 

 ＊第2木曜日・第4金曜日 10時30分～12時30分 

  ＊コーヒーとお菓子でふれあいの場を提供  誰でも参加可 

  ＊参加費100円 
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平成30年度 ふれあい食事サービス・ふれあいキッサ日程表 

   

 東野には豊かな自然が残り、先人からの伝統が脈々と
引き継がれてきた、文化の香りのする町です。 

 そんな風土にお住まいの東野みなさんを対象に、俳句
や短歌、川柳を広く募集します。応募期間は設けませ
ん。いい作品ができたら、E-mailかFAXでコミュニティセ
ンターまで、お寄せ下さい。直接届けて頂いてもかまい
ません。よい作品は広報に掲載させていただきます。 

・作品とともに、氏名、自治会名、学校名、学年   
 をご記入下さい。匿名のものは掲載できませんのでご  
 了解ください。 
・送付いただいた作品すべては掲載できませんのでご承  
 知下さい。作品の選考は、コミュニティセンター職員  
 が行います。 

 
 送付先：東野コミュニティセンター 

   Tel 26-2555  FAX 26-0126 

   E-mail:higashino-c@city.ena.lg.jp 

文芸作品を募集しています 
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平成30年度前期恵那市民大学 『恵那三学塾』市民講座 紹介 

 恵那市は、「学ぶことは幸せなり」と、少年期、壮年期、老年期と生涯学び続けることの大切さを説いた郷

土の先人、佐藤一斎先生の「三学の精神」を理念として、市民みんなで取り組む生涯学習「市民三学運動」を

実践しています。生涯学習には「自分づくり」と「地域づくり」の２つの目的があります。学んでは生かし、

生かしては学ぶ「知の循環」を目指すのが恵那三学塾です。この中の一つが市民講座です。東野では９つの前

期市民講座が開かれています。 

 恵那の家庭料理を作る   講師 伊藤 真理 

 料理を楽しみながら、地域の食文化や栄養と健康な

どについて学んでいます。若い

方、男性、お子様連れも大歓迎

です。今年は少ない人数ですが

和気あいあいと料理を作ってい

ます。 

 赤尾先生の楽しいウォーキング&トーキング  

               講師 赤尾 袈夫 

 健康作りは笑いと運動から。皆

さんと一緒にお話ししながら軽や

かウォーキング。明知鉄道沿線や

阿木川ダムなどを散策していま

す。 

 さあ うたいましょう   講師 林 精子 

 いきいきと大きな声で歌います。童謡からフォー

クソングまでおなかの底から

声を出して歌います。男性も

大きな口を開けて、楽しく

歌っています。講座が終わっ

た後は、皆さん笑顔いっぱい

です。 

 楽々囲碁             講師 西尾 宏見 

 初心者から有段者まで大歓迎です。囲碁への興味を

誘いながら技も楽しめる囲碁

講座です。受講生は静けさの

中、集中して取り組んでいま

す。数手先を読みながら最善

手を考えて対局しています。 

 リズム体操       講師 置名 愛   

 どなたでも簡単に行える体操です。音楽に合わせい

ろいろな足踏みをしたり手を動

かしたりします。しっかり汗を

かくこともありますのでタオル

は必携です。体力に自信のない

方も休みながら参加できます。 

 日本刀を学ぶ  講師 東濃日本刀愛好会の皆さん 

 日本刀の見方、礼儀作法など、日本刀を通して歴史

を学んでいます。初心者の方

や女性の方も大歓迎です。真

剣を実際手に持ち、日本刀の

美しさや歴史を実感していま

す。 

 いきいき健康体操    講師 置名 愛 

 いつまでも若々しくいるため、そして今の健康を維

持していくための体操を行い

ます。椅子に腰掛けたまま、

身体をほぐしたり、筋力強

化、柔軟性向上や頭の体操を

したりしながら楽しく行って

います。 

 東野ネイチャークラブ   講師 赤尾 友和 

 赤尾先生と一緒に自然の中へ出かけます。自然の中

で見つけたものでクラフトを

作ります。 

 第一回目は阿木川ダム方面

に出掛けて採ってきた植物を

使い苔玉作りをしました。 

 楽しい親子ヨガ       講師 横光 亜由美 

 お子さんと一緒にヨガのポーズをして骨盤と全身を

調整し、脳内ワークを行いま

す。乳児から小さいお子さん

まで、和室で安全にお母さん

と一緒になって楽しく参加し

ています。 

 今回は東野コミュニティセンターで開講されている

市民講座を紹介しました。前回の広報ひがしのでお知

らせしたように、コミュニティーセンターの大規模改

修のため、一部の市民講座のみ３月に開講します。詳

細については、恵那市民大学ガイドブック2018後期

をご覧下さい。2019年市民講座では、内容を吟味し

広く募集しますので、ぜひ受講して下さい。 
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５
月
15
日
（
火
）
に
東
野
こ
ど

も
園
の
み
ど
り
組
の
15

人
（
前
半

に
７
名
、
後
半
に
８
名
）
の
園
児

が
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
を
訪

れ
ま
し
た
。
こ
の
日
は
伊
藤
淑
子

さ
ん
を
講
師
に
し
た
茶
道
の
勉
強

の
初
日
で
し
た
。
か
わ
い
ら
し
い

声
で
「
今
日
は
お
茶
の
勉
強
に
来

ま
し
た
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま

す
。
」
と
上
手
に
あ
い
さ
つ
が
出

来
ま
し
た
。
緊
張
し
た
面
持
ち
で

２
階
和
室
に
入
り
、
正
座
で
講
師

の
伊
藤
さ
ん
に
あ
い
さ
つ
を
し
ま
し
た
。
扇
子
や
懐
紙
の
置
き

方
を
習
い
、
実
際
に
お
茶
を
い
た
だ
く
よ
う
に
花
や
掛
け
軸
を

鑑
賞
し
た
り
、
お
辞
儀
や
立
ち
方
を
習
っ
た
り
し
ま
し
た
。
普

段
は
あ
ま
り
意
識
し
な
い
こ
と
が
多
く
、
一
つ
一
つ
の
所
作
に

四
苦
八
苦
で
し
た
。
こ
れ
か
ら
の
お
稽
古
で
上
手
に
な
り
そ
う

で
す
。 

 

園
に
帰
る
時
も
事
務
所
に
寄
り
、
み
ん
な
一
斉
に
「
今
日
は

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
」
と
声
を
そ
ろ
え
て
あ
い
さ
つ

で
き
ま
し
た
。
６
月
に
も
お
稽
古
に
来
て
く
れ
ま
し
た
。 

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
で 

「
ふ
れ
あ
い
キ
ッ
サ
虹
」
は
毎
回

多
く
の
皆
様
が
来
館
さ
れ
、
大
盛

況
で
す
。
お
い
し
い
コ
ー
ヒ
ー
を

飲
み
な
が
ら
お
友
達
と
談
笑
し
た

り
近
況
報
告
を
し
た
り
す
る
方
も

多
く
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。
５
月

10
日
（
木
）
は
長
島
町
在
住
の
丸

山
咲
子
さ
ん
が
満
員
の
お
客
様
に

津
軽
三
味
線
を
演
奏
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
ホ
ー
ル
に
響
き
渡
る
津
軽
三
味
線
の
力
強
い
音

多
く
の
お
客
様
が
耳
を
傾
け
、
一
曲
終
わ
る
た
び
に
大
き
な

拍
手
を
し
て
い
ま
し
た
。 

ふ
れ
あ
い
キ
ッ
サ
虹 

か
わ
い
ら
し
い
お
客
様 

地
域
の
話
題 

 

 

５
月
21

日
（
月
）
に
東
野
小
学
校
４
・
５
年
生
の
31

名
が

学
校
田
で
田
植
え
を
行
い
ま
し
た
。
丸
山
文
憲
東
野
開
発
振

興
会
会
長
を
地
域
の
講
師
に
迎
え
、
田
植
え
の
仕
方
の
説
明

を
受
け
ま
し
た
。
田
植
え
を
し
た
経
験
が
少
な
い
児
童
ば
か

り
で
、
お
っ
か
な
び
っ
く
り
田
ん
ぼ
に
入
り
、
「
う
わ
～
泥

が
ヌ
ル
ヌ
ル
す
る
～
」
「
冷
た
ー
い
。
」
と
大
騒
ぎ
で
し

た
。
「
ま
っ
す
ぐ
立
つ
よ
う
に
植
え

ら
れ
て
る
か
な
？
」
と
１
本
１
本
丁

寧
に
苗
を
植
え
て
い
き
ま
し
た
。
た

く
さ
ん
の
方
々
に
準
備
し
て
い
た
だ

い
た
こ
と
を
感
謝
し
な
が
ら
無
事
田

植
え
が
終
わ
り
ま
し
た
。
「
普
通
に

ご
飯
が
食
べ
ら
れ
る
こ
と
に
感
謝
し

た
い
。
」
と
い
う
感
想
を
話
す
児
童

も
い
ま
し
た
。
実
り
の
秋
と
な
り
そ

う
で
す
。 

東
野
小
学
校
で
田
植
え 

 

ふ
れ
あ
い
キ
ッ
サ
虹
で
歌
と
手
遊
び
を
披
露 

 

６
月
22
日
（
金
）
は
恒
例
の
ふ
れ
あ
い
キ
ッ
サ
虹
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
多
く
の
お
客
様
で
賑
わ
う
中
、
東
野
こ
ど
も
園
の
園

児
27
名
が
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
を
訪
れ
、
元
気
よ
く
、

「
虹
の
向
こ
う
に
」
を
歌
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
多
く
の
お
客
様
を

前
に
、
照
れ
く
さ
そ
う
に
し
て
い
た
園
児
で
し
た
が
、
歌
う
に
つ

れ
緊
張
が
解
け
た
の
か
、
だ
ん
だ
ん

声
が
大
き
く
な
り
、
歌
い
終
え
る

と
、
盛
大
な
拍
手
を
受
け
、
満
足
そ

う
な
顔
の
園
児
で
し
た
。
こ
の
後
、

手
遊
び
歌
の
「
も
し
も
し
か
め
よ
」

と
「
か
た
つ
む
り
」
を
披
露
し
て
く

れ
ま
し
た
。
す
て
き
な
一
時
で
し

た
。 

８・９・１０月の予定 

８月 １日（水）・８日（水）東野青少年育成会議 

    市内安全パトロール（恵那駅からピアゴ） 

   ３日（金）・１０日（金）東野青少年育成会議 

    東野地内安全パトロール（川や危険箇所）   

   ８日（水）夏休みこども教室（     

    ９日（木）夏休みこども教室（学習)午後 

  １５日（火）１６日（水）夏休みこども教室 午前 

  １１日（土）第３７回納涼夏祭り 

  １２日（日）地域環境美化活動 

  ２２日（水）青少年育成会議主催 夏休み社会見学 

 

９月 １日（土）秋の道つくり作業（自治会毎） 

   ２日（日）市防災訓練（地域毎） 

    上旬  自治会長会議 

  １７日（月）敬老会 

  ２３日（日）みのじのみのりまつり 

       （ふるさとじまん）出店 

１０月２１日（日）東野住民ふれあい体育祭 

   ２８日（日）歌舞伎公演 



8 

発 行 

東
野
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー 

☎
二
六
ー
二
五
五
五 

東
野
地
域
自
治
区
運
営
委
員
会 

☎
二
六
ー
二
二
四
四 

 

編
集
後
記 

施
設
使
用
に
つ
い
て 

 今年度はコミュニティセンター

の大規模改修に伴い、次のような

変則的な日程で行います。ご承知

下さい。 

10月28日（日）歌舞伎公演  

11月 4日（日）バザー・即売  

             音楽祭            

2月中旬～下旬の土曜日か日曜日 

 ・大規模改修記念式典                 

記念式典後の土曜と日曜両日 

 ・地域文化団体の作品展示 

 ・館内披露 

平成３０年度         

 東野文化祭の日程について 

 

東
野
に
多
く
の
お
客
様
を
迎
え
た
「
ほ
た
る
祭
り
」
が
終
わ

り
、
夏
本
番
で
す
。
８
月
を
昔
の
人
は
葉
月
と
呼
び
ま
し
た
。
葉

月
の
由
来
は
葉
が
黄
色
く
色
づ
く
頃
だ
か
ら
「
は
づ
き
」
、
ま
た

は
落
葉
が
始
ま
る
か
ら
「
葉
落
ち
月
」
を
縮
め
て
「
葉
月
」
に

な
っ
た
と
い
う
説
や
稲
穂
が
実
る
時
期
で
あ
る
か
ら
「
ほ
は
り

（
穂
張/

穂
発
）
づ
き
」
と
か
、
南
か
ら
「
南
風
（
は
え
）
」
を

も
た
ら
す
台
風
が
多
く
来
る
こ
と
か
ら
「
南
風
月
（
は
え
づ

き
）
」
が
も
と
に
な
っ
た
と
い
う
説
も
あ
り
ま
す
。
由
来
は
不
明

で
す
が
、
い
ず
れ
に
し
て
も
８
月
は
集
中
豪
雨
や
台
風
の
被
害
が

懸
念
さ
れ
ま
す
。
特
に
近
年
の
異
常
気
象
で
「
過
去
に
経
験
し
た

こ
と
の
な
い
大
雨
」
「
100

年
に
一
度
の
大
雨
」
と
い
う
報
道
を
聞

く
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
防
災
の
観
点
か
ら
は
、
「
ま
さ
か
そ
こ
ま

で
被
害
は
は
な
い
だ
ろ
う
」
と
い
う
考
え
方
か
ら
「
最
悪
を
想

定
」
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。
常
に
防
災
を
意
識
を
す
る
こ
と
は

難
し
い
で
す
が
、
自
分
の
命
は
自
分
で
守
る
こ
と
を
最
優
先
に
、

今
水
害
が
起
き
た
ら
ど
う
す
る
か
、
今
大
地
震
が
起
き
た
ら
ど
う

す
る
か
と
イ
メ
ー
ジ
す
る
力
が
求
め
ら
れ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。 

 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
杉
） 

 

乳
幼
児
学
級
の
す
く
す
く
ク
ラ
ブ
で
は
５
月
に
は
書

道
を
、
６
月
に
は
救
命
救
急
に
つ
い
て
親
子
で
勉
強
し

ま
し
た
。
書
道
で
は
自
由
に
筆
を
動
か
し
て
立
派
な
作

品
を
書
き
上
げ
ま
し
た
。
救
命
救
急
で
は
、
恵
那
市
の

女
性
消
防
隊
の
み
な
さ
ん
か
ら
身
近
な
事
故
を
防
ぐ
方

法
や
、
応
急
処
置
な
ど
を
教
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

学
級
生
も
ひ
と
組
増
え
、
み
ん
な
と
学
ぶ
中
で
親
子
の

交
流
も
深
め
る
活
動
に
な
っ
た
と
思
い
ま
す
。
８
月
に

は
水
遊
び
、
９
月
に
は
明
知
鉄
道
を
使
っ
て
の
岩
村
散

策
を
予
定
し
て
い
ま
す
！ 

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
の

施
設
使
用
に
つ
い
て 

 

か
ね
て
よ
り
お
知
ら
せ
し
て
い
ま
す
と

お
り
、
今
年
十
月
か
ら
来
年
二
月
ま
で
大

規
模
改
修
を
行
う
た
め
、
こ
の
期
間
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
の
施
設
使
用
が
で

き
な
く
な
り
ま
す
。
大
変
ご
迷
惑
ご
不
便

を
お
か
け
し
ま
す
が
ご
理
解
と
ご
協
力
の

ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

市
民
講
座
に
つ
い
て 

 

後
期
の
市
民
講
座
は
規
模
を
縮
小
し
、

来
年
三
月
の
み
開
講
予
定
で
す
（
野
外
開

催
講
座
を
除
く
） 

子
ど
も
か
ら
お
年
よ
り

ま
で
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
新
し
い
も
の
を

予
定
し
て
お
り
ま
す
の
で
ぜ
ひ
ご
参
加
く

だ
さ
い
！ 

詳
し
く
は
九
月
に
発
行
さ
れ
る

『
恵
那
市
民
大
学
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
』
を
ご

参
照
く
だ
さ
い
（
後
期
か
ら
各
家
庭
へ
配
布

さ
れ
な
く
な
り
ま
す
。
市
役
所
、
文
化
セ

ン
タ
ー
、
各
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
な

ど
で
配
布
さ
れ
ま
す
） 

図
書
利
用
に
つ
い
て 

 

恵
那
市
中
央
図
書
よ
り
三
ヶ
月
に
一
度

数
十
冊
の
本
を
東
野
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
へ
貸
し
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す

が
、
改
修
工
事
期
間
中
は
あ
り
ま
せ
ん
の

で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。
再
開
は
工
事
終
了

後
、
三
月
以
降
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。 

乳
幼
児
学
級
（
す
く
す
く
ク
ラ
ブ
）
と
は 

『
乳
幼
児
期
の
家
庭
教
育
学
級
』
の
こ
と
で
、
０
～
３
歳
ま
で

の
こ
ど
も
を
も
つ
ご
家
族
の
活
動
で
す
。
途
中
か
ら
の
参
加
も

可
能
で
す
の
で
、
ぜ
ひ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
へ
ご
連
絡
く

だ
さ
い
！
（
乳
幼
児
学
級
担
当 

林
） 


